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屋 根積雪の調査
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ON V ARIOUS TYPES OF ROOFS 
Keiichi KANEDA 
The snow cover is not always uniform on the roof and this requires adequate care for 
roof design. This presented paper respects such a problem referring to the observation in 
Fukui city area， in recent winters (1959-1961). Photographs and illustrations show ex-
amples of the snow cover on various types of roofs such as sloping roof， barrel vault and dome. 
Cracking， sliding down， drifting， compacting and spreading of the snow cover are observed 
















































いのであるが，これから類推でき るよう に，ゆるい曲面屋根の屋根積雪は北側端でもっと も深 く南
へゆくにしたがって深さを減ずる D 密度の大きいざらめ雪の層も北側に片寄って存在する O 福井市
児童園の2つの屋根，すなわち図書室のグォー ノレト 形屋根と遊戯室の ドーム形屋根とのばあいを写
真と図によって示す。
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積 雪層 の剥落 積 雪 層の滑落 下部にできた雪の堆積
(仏舎利塔の枯雪の写真は昨1961年2月3日の午後 3時から 4時の間に撮ったものである)
結 び
積雪は，その積雪面の性質，周囲の状況，気象条件等の影響を受けて移動，変形，雪質の変化を
生じ，たえずその様相を変える。屋根に降る雪もまた一様で均質な積雪層にはならない口そして屋
根積雪は屋根面に固定されたものではなく，始終その状態を変化するO 特に屋根の形式の相違によ
ってそれぞれ特色のある屋根積雪の状態を生じ，さらに建築物の周囲の積雪状態にまで影響を及ぼ
す。このようなことは雪国の建築の冬期における居住性，構造安全性の問題につながる D 乙の報告
では，い くつかの形式のちがった屋根につもる雪の状態についての調査の結果を多雪地域における
建築設計の資料として示した D
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